
資料6－8

小瀬川総合水系環境整備事業



【様式-1】 

河川事業の再評価項目調書 

事業名（箇所名） 小瀬川
お ぜ が わ

総合水系環境整備事業 

実施箇所 小瀬川直轄管理区間内 

当該基準 再評価実施後一定期間（3 年）が経過している事業 

事業諸元 

【水辺整備】 

①大竹
おおたけ

・和木
わ き

箇所水辺整備 

①-1 大竹箇所（本町
ほんまち

地区）水辺整備 [H19～（実施中）] 

     河川管理用通路、河川管理用階段、坂路  

①-2 和木箇所水辺整備      [H14～（実施中）] 

     河川管理用通路、河川管理用階段、坂路 

①-3 大竹箇所（元町
もとまち

地区）水辺整備 [H13～H14] 

     護岸、河川管理用階段、坂路 

②小瀬
お ぜ

箇所水辺整備    ［計画中］ 

   河川管理用通路、河川管理用階段、高水敷整正 

事業期間 平成 13 年度～平成 35 年度 

総事業費（億円） 13.6 億円 残事業費（億円） 2.4 億円 

目的・必要性 

小瀬川

お ぜ が わ

は、広島県と山口県の県境に位置し、その源を中国山地の飯 山
いいのやま

に発し、

瀬戸内海に注ぐ、幹線流路延長 59km、流域面積 340km2 の一級河川である。

広島県、山口県の県境を流れることから、左右岸で異なる文化が形成されてい

たが、商業施設等が共有され、地域の結びつきが強くなっている。 

河口部の汽水域や干潟では、ハゼ釣りや潮干狩りが行われ、市街地の貴重な水

辺空間となっている。 

以上の状況より、水辺整備事業が求められている。 

 

【水辺整備】 

《大竹・和木箇所水辺整備》 

事業箇所周辺の河川管理用通路は、散歩やジョギング等、地域住民の交流や

健康づくりの場として利用されているが、堤防天端道路は交通量が多いうえに

歩行空間がなく、歩行者が安全に移動できない区間がある。 

そのため、川沿いを安全に移動することができる河川管理用通路を整備する。

  

《小瀬箇所水辺整備》 

小瀬箇所は、安芸（広島県）から旧山陽道を下って周防（山口県）に入る関

所に位置し、「小瀬の渡し場」や「吉田松陰の歌碑」などの文化財があり、訪れ

る利用者がみられるが、水辺に降りる河川管理用階段が少なく、水辺では雑草

や雑木が繁茂するなど、住民が水辺や河川敷を利用しにくい状況となっている。

そのため、高水敷を整正するほか、安全に水辺に近づくことができる河川管

理用階段などを整備する。 
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便益の主な根拠 

【水辺整備】大竹・和木箇所水辺整備 ＣＶＭ 

    全体事業：支払意思額＝ 302 円／世帯／月、受益世帯数＝24,839 世帯 

【水辺整備】小瀬箇所水辺整備 CVM 

    全体事業：支払意思額＝273 円／世帯／月、受益世帯数＝27,944 世帯 

事業全体の 

投資効率性 

基準年度 平成 29 年度 

 B:総便益 

(億円) 

C:総費用 

(億円) 
B/C 

B-C 

(億円) 

EIRR 

(%) 

全体事業 35.9 19.9 1.8 16.1 6.1%

残事業 18.6 2.1 8.8 16.5 29.4%

感度分析 

 残事業(B/C) 全体事業(B/C) 

残事業費（+10%～-10%） 8.0～8.9 1.8～1.9 

残工期（+10%～-10%） 8.8～8.8 1.8～1.8 

便益（+10%～-10%） 9.7～7.9 2.0～1.6 

事業の効果等 

【水辺整備】 

≪大竹・和木箇所水辺整備≫ 

・交通量が多い堤防天端ではなく、水辺に整備する河川管理用通路を利用す

ることにより、安全に河川沿いを移動でき、ウォーキングコースの周回利

用が可能となる。 

≪小瀬箇所水辺整備≫ 

・雑草や雑木が繁茂している水辺を整備することによって、快適で安全な水

辺利用が可能となる。 

社会情勢等の 

変化 

・小瀬川沿川の大竹市・岩国市・和木町について、人口、世帯数に大きな変化は

みられない。 

事業の進捗状況 
・小瀬川では、安全に河川利用を行うための水辺整備事業を大竹・和木箇所

地区で実施中であり、小瀬箇所で計画中である。 

事業の進捗の見

込み 

≪大竹・和木箇所水辺整備≫ 

・大竹・和木箇所の 3 地区は、市町のまちづくり計画を踏まえ、「大竹・和

木かわまちづくり計画」が策定・登録（平成 25 年 11 月）されており、

実施中の大竹箇所（本町地区）・和木箇所については、事業進捗中であり、

今後、事業を進捗する上で支障がない。 

≪小瀬箇所水辺整備≫ 

・小瀬箇所は、水辺整備に対する地域の要望が強く、事業実施に向けて地域

の意見を取り入れながら調整を行っているところであり、今後、事業を進

捗する上で支障がない。 

コスト縮減や代

替案立案の可能

性 

・水辺整備にあたっては、近隣の別工事で発生する土砂を盛土へ流用するこ

と等によりコストの縮減を図る。 

・清掃などの日常管理について地元と協力体制を確立することで、コストの

縮減を図る。 

対応方針（原案） 継続 

対応方針理由 

・以上より、事業の必要性、重要性は変わらないと考えられるため、事業継続が
妥当である。 

・今後の事業の実施にあたっては、地域住民等との協力体制を確立するとともに、

コスト縮減に取り組み、効率的かつ効果的な事業の執行に努める。 

その他 － 
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国
土
交
通
省

中
国
地
方
整

備
局

平
成
２
９
年
１
２
月
１
日

小
瀬
川
総
合
水
系
環
境
整
備
事
業

小
瀬
川
総
合
水
系
環
境
整
備
事
業

【
事

業
再

評
価

重
点

審
議

】
【
事

業
再

評
価

重
点

審
議

】
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事
業
再
評
価
説
明
の
進
め
方

１
．
今
後
の
対
応
方
針
（
原
案
）

２
．
小
瀬
川
流
域
の
概
要
と
河
川
環
境
に
関
す
る
現
状
と
課
題
・
目
標

３
．
小
瀬
川
総
合
水
系
環
境
整
備
事
業
（
全
体
）
の
事
業
箇
所
と
内
容

４
．
個
別
事
業
の
必
要
性
、
整
備
内
容
、
進
捗
の
見
込
み

５
．
費
用
便
益
分
析
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１
．
今
後
の
方
針
（
原
案
）

１
）

事
業

を
巡

る
社

会
経

済
情

勢
等

の
変

化

・
小

瀬
川

沿
川

の
大

竹
市

・
岩

国
市

・
和

木
町

に
つ

い
て

、
人

口
、

世
帯

数
に

大
き

な
変

化
は

み
ら

れ
な

い
。

○
上

記
よ

り
、

事
業

の
必

要
性

、
重

要
性

は
変

わ
ら

な
い

と
考

え
ら

れ
る

た
め

、
事

業
継

続
が

妥
当

で
あ

る
。

○
今

後
の

事
業

の
実

施
に

あ
た

っ
て

は
、

地
域

住
民

等
と

の
協

力
体

制
を

確
立

す
る

と
と

も
に

、
コ

ス
ト

縮
減

に
取

り
組

み
、

効
率

的
か

つ
効

果
的

な
事

業

の
執

行
に

努
め

る
。

・
大

竹
・

和
木

箇
所

の
3

地
区

は
、

市
町

の
ま

ち
づ

く
り

計
画

を
踏

ま
え

、
「

大
竹

・
和

木
か

わ
ま

ち
づ

く
り

計
画

」
が

策
定

・
登

録
（

平
成

2
5

年
1

1
月

）
さ

れ
て

お
り

、
実

施
中

の
大

竹
箇

所
（

本
町

地
区

）
・

和
木

箇
所

に
つ

い
て

は
、

事
業

進
捗

中
で

あ
り

、
今

後
、

事
業

を
実

施
す

る
上

で
支

障
が

な
い

。
・

小
瀬

箇
所

は
、

水
辺

整
備

に
対

す
る

地
域

の
要

望
が

強
く

、
事

業
実

施
に

向
け

て
地

域
の

意
見

を
取

り
入

れ
な

が
ら

調
整

を
行

っ
て

い
る

と
こ

ろ
で

あ
り

、
今

後
、

事
業

を
実

施
す

る
上

で
支

障
が

な
い

。

③
コ

ス
ト

縮
減

や
代

替
案

立
案

の
可

能
性

・
水

辺
整

備
に

あ
た

っ
て

は
、

近
隣

の
別

工
事

で
発

生
す

る
土

砂
を

盛
土

へ
流

用
す

る
こ

と
等

に
よ

り
コ

ス
ト

の
縮

減
を

図
る

。
・

清
掃

な
ど

の
日

常
管

理
に

つ
い

て
地

元
と

協
力

体
制

を
確

立
す

る
こ

と
で

、
コ

ス
ト

の
縮

減
を

図
る

。

１
．

再
評

価
の

視
点

２
）

事
業

の
投

資
効

果

３
）

事
業

の
進

捗
状

況

・
費

用
便

益
比

全
体

事
業

(B
/
C

)＝
1

.8
  

  
 残

事
業

(B
/
C

)＝
8

.8

・
小

瀬
川

で
は

、
安

全
に

河
川

利
用

を
行

う
た

め
の

水
辺

整
備

事
業

を
大

竹
・

和
木

箇
所

で
実

施
し

、
小

瀬
箇

所
で

計
画

中
で

あ
る

。

２
．

県
へ

の
意

見
照

会
結

果

・
広

島
県

知
事

の
意

見
：

対
応

方
針

（
原

案
）

に
つ

い
て

、
異

存
は

あ
り

ま
せ

ん
。

・
山

口
県

知
事

の
意

見
：

対
応

方
針

（
原

案
）

に
つ

い
て

、
異

存
な

し
。

【
今

後
の

対
応

方
針

（
原

案
）

】

②
事

業
の

進
捗

の
見

込
み

の
視

点

①
事

業
の

必
要

性
等

の
視

点
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２
．
小
瀬
川
の
概
要

【
小

瀬
川

の
諸

元
】

流
域

面
積

：
3

4
0

k
m

2

幹
川

流
路

延
長

：
5

9
k
m

山
地

面
積

比
率

：
約

9
6

％

流
域

内
人

口
：

約
2

万
4

千
人

広
島

県

島
根

県

山
口

県
小

瀬
川

水
系

・
小

瀬
川

お
ぜ

が
わ

は
、
広

島
県

と
山

口
県

の
県

境
に

位
置

し
、
そ

の
源

を
中

国
山

地
の

飯
山

い
い

の
や

ま

に
発

し
、
瀬

戸
内

海
に

注
ぐ

、
幹

線
流

路
延

長
5

9
k
m

、流
域

面
積

3
4

0
k
m

2

の
一

級
河

川
で

あ
る

。
 

・
広

島
県

、
山

口
県

の
県

境
を

流
れ

る
こ

と
か

ら
、

左
右

岸
で

異
な

る
文

化
が

形
成

さ
れ

て
い

た
が

、
公

共
施

設
や

商
業

施
設

が
共

有
さ

れ
、

地
域

の
結

び
つ

き
が

強
く

な
っ

て
い

る
。

 

・
河

口
部

の
汽

水
域

や
干

潟
で

は
、

ハ
ゼ

釣
り

や
潮

干
狩

り
が

行
わ

れ
、

市
街

地
の

貴
重

な
水

辺
空

間
と

な
っ

て
い

る
。

 

上 流 部

下
流

部

瀬
戸

内
海

大
竹

市

岩
国

市

飯
山

貯
水

池

宮
島

大
峯

山
（
1
,0
5
0m

)
▲

▲
羅

漢
山

(1
,1
0
9m

) 山
口
県

広
島
県

渡
ノ
瀬

ダ
ム
（
利

）

小
瀬

川
ダ
ム

弥
栄

ダ
ム

廿
日

市
市

和
木

町

流
域
界

県
境

市
町
村
界

想
定
氾
濫
区
域

鉄
道

高
速
道
・
国
道

大
臣
管
理
区
間

飯
山

●

鬼
ヶ
城

山
(1
,0
3
1m

)
▲

お
に

が
じ

ょ
う

や
ま

お
お
み
ね

や
ま

ら
か

ん
ざ

ん

や
さ
か

わ
た

の
せ

は
つ
か
い

ち

い
い

の
や

ま

18
6

2

大
竹

市
役

所

和
木

町
役

場

い
わ
く
に

お
お
た
け

わ
き
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２
．
小

瀬
川

の
河

川
環

境
に
関

す
る
現

状
と
課

題

①
弥

栄
ダ

ム
で

は
、

周
辺

に
公

園
や

キ
ャ

ン
プ

場
が

整
備

さ
れ

、
様

々
な

レ
ク

レ
ー

シ
ョ

ン
を

楽
し

む
こ

と
が

で
き

る
。

②
小

瀬
川

下
流

部
の

水
辺

は
、

伝
統

行
事

「
ひ

な
流

し
」

が
行

わ
れ

る
な

ど
、

地
域

住
民

が
川

に
親

し
む

場
と

な
っ

て
い

る
。

③
小

瀬
箇

所
に

は
、

「
小

瀬
の

渡
し

場
」

や
「

吉
田

松
陰

の
歌

碑
」

な
ど

の
文

化
財

が
存

在
す

る
が

、
水

辺
で

は
雑

草
や

雑
木

が
繁

茂
す

る
な

ど
、

住
民

が
水

辺
や

河
川

敷
を

利
用

し
に

く
い

。

④
大

竹
・

和
木

箇
所

で
は

、
中

市
堰

か
ら

栄
橋

に
か

け
て

、
散

歩
や

ジ
ョ

ギ
ン

グ
等

、
地

域
住

民
の

交
流

や
健

康
づ

く
り

の
場

と
し

て
利

用
さ

れ

て
い

る
が

、
堤

防
天

端
道

路
は

交
通

量
が

多
い

う
え

に
歩

行
空

間
が

な
く

、
歩

行
者

が
安

全
に

移
動

で
き

な
い

区
間

が
あ

る
。

②
ひ
な
流
し

④
堤
防
沿
い
（
整
備
前
）

吉
田

松
陰

の
歌

碑

③
小
瀬
箇
所
（
現
況
）

河
口

部
下

流
部

弥
栄

ダ
ム
(国

)

J
R
山

陽
本
線

小
瀬

川
小

瀬
川

国
道

2
号
線

大
竹

市

両
国

橋
両

国
橋

（
課

題
）

（
課

題
）

歩
道

が
な
く
危

な
い

雑
草

・
雑
木

が
繁
茂

し
、

河
川

敷
を
利

用
し
に
く
い

国
管
理
区
間

和
木

町

岩
国

市
山

口
県

広
島

県
①
ダ
ム
湖
で
の
カ
ヌ
ー
利
用

栄
橋

栄
橋

中
市

堰
中

市
堰
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２
．
小

瀬
川

の
河

川
環

境
に
関

す
る
目

標

—
豊

か
な

自
然

を
保

存
し

、
水

と
緑

の
触

れ
合

い
を

継
承

す
る

—
動

植
物

が
生

息
・

生
育

・
繁

殖
す

る
良

好
な

自
然

環
境

及
び

多
様

な
水

辺
景

観
の

保
全

に
努

め
、

地
域

住
民

、
関

係
機

関
と

連
携

し
つ

つ
、

川
を

活
か

し
た

地
域

づ
く

り
に

資
す

る
河

川
環

境
の

整
備

を
推

進
し

て
い

く
。

○
河

川
環

境
の

整
備

と
保

全
に

関
す

る
目

標
（

小
瀬

川
水

系
河

川
整

備
計

画
（

国
管

理
区

間
）

抜
粋

）

1
)

動
植

物
の

生
息

・
生

育
・

繁
殖

環
境

2
) 

河
川

の
空

間
利

用
3

)
河

川
景

観
4

)
水

質

○
河

川
の

空
間

利
用

多
く

の
人

々
に

利
用

さ
れ

、
地

域
住

民
の

憩
い

の
場

と
な

っ
て

い
る

小
瀬

川
の

河
川

空
間

利
用

の
状

況
を

踏
ま

え
、

幅
広

い
分

野
に

お
け

る
安

全
・

快
適

な
利

用
の

推
進

に
よ

り
人

と
河

川
と

の
良

好
な

関
係

の
再

構
築

に
努

め
ま

す
。

ま
た

、
流

域
の

歴
史

・
文

化
・

風
土

に
深

く
根

ざ
し

て
い

る
小

瀬
川

の
現

状
を

踏
ま

え
、

自
然

環
境

と
の

調
和

を
図

り
つ

つ
、

環
境

学
習

や
伝

統
・

地
域

行
事

の
開

催
場

を
維

持
・

保
全

し
、

快
適

で
安

全
に

利
用

で
き

る
河

川
空

間
の

維
持

に
努

め
ま

す
。

○
河

川
景

観
河

川
整

備
に

あ
た

っ
て

は
、

治
水

や
沿

川
の

土
地

利
用

状
況

な
ど

と
調

和
を

図
り

、
小

瀬
川

と
流

域
の

人
々

と
の

歴
史

的
・

文
化

的
な

つ
な

が
り

を
踏

ま
え

た
、

人
々

に
う

る
お

い
と

や
す

ら
ぎ

を
感

じ
さ

せ
る

豊
か

な
自

然
と

緑
が

織
り

な
す

、
良

好
な

河
川

景
観

の
維

持
・

形
成

に
努

め
ま

す
。
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３
．
小
瀬

川
総
合
水
系
環
境
整
備
事
業
（
全
体
）
の
事
業
箇
所
と
内
容

N
o.

事
業
名

市
事
業
年
度

事
業
内
容

事
業
費

(百
万
円

)
評
価
手
法

ア
ン
ケ
ー
ト

実
施
年
度

①
【
水
辺
整
備
】

①
－
１

大
竹
箇
所
（
本
町
地
区
）
水
辺
整
備

広
島
県

大
竹
市

Ｈ
19

～
河

川
管

理
用

通
路

、
河

川
管

理
用

階
段

、
坂

路

1,
22

5
C

VM
H

26
①
－
２

和
木
箇
所
水
辺
整
備

山
口
県

和
木
町

H
14

～
河

川
管

理
用

通
路

、
河

川
管

理
用

階
段

、
坂

路

①
－
３

大
竹
箇
所
（
元
町
地
区
）
水
辺
整
備

広
島
県

大
竹
市

Ｈ
13

～
Ｈ

14
護

岸
、

河
川

管
理

用
階

段
、

坂
路

②
【
水
辺
整
備
】

小
瀬
箇
所
水
辺
整
備

山
口
県

岩
国
市

（
計
画
中
）

河
川

管
理

用
通

路
、

河
川

管
理

用
階

段
、

高
水

敷
整

正
13

7
C

VM
H

29

凡
例

緑
：
計

画

赤
：
実

施
中

黒
：
完

了

①
-3

 大
竹

箇
所

（
元

町
地

区
）

水
辺

整
備

①
-1

 大
竹

箇
所

（
本

町
地

区
）

水
辺

整
備

①
-2

 和
木

箇
所

水
辺

整
備

②
小

瀬
箇
所
水
辺
整
備

鳥
取
県

広
島
県

山
口
県

小
瀬

川
水

系

合
計

1
,3
6
2
百

万
円

お
お

た
け

ほ
ん

ま
ち

わ
き

も
と

ま
ち

お
お

た
け
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４
．
個
別
事
業
の
必

要
性

（
①
大
竹
・
和
木
箇
所
水
辺
整
備
）

①
大

竹
・

和
木

箇
所

は
、

平
成

1
3

年
度

よ
り

河
川

管
理

用
通

路
が

整
備

さ
れ

て
お

り
、

市
町

の
ま

ち
づ

く
り

計
画

を
踏

ま
え

、
平

成
2

5
年

1
1

月
に

は
「

か
わ

ま
ち

づ
く

り
計

画
」

が
策

定
・

登
録

さ
れ

、
地

域
と

連
携

し
た

川
づ

く
り

が
行

わ
れ

て
い

る
。

②
通

路
の

一
部

は
既

に
供

用
し

て
お

り
、

地
域

住
民

の
散

策
や

ス
ロ

ー
ジ

ョ
ギ

ン
グ

教
室

、
大

竹
・

和
木

川
ま

つ
り

花
火

大
会

等
の

イ
ベ

ン
ト

で
数

多
く

利
用

さ
れ

て
い

る
。

③
今

後
、

未
整

備
区

間
の

完
成

に
よ

る
周

遊
性

の
向

上
が

期
待

さ
れ

て
い

る
。

地
元

団
体

に
よ

る
河

川
清

掃

大
竹

箇
所

河
川

清
掃

市
に

よ
る

花
火

大
会

大
竹

・
和

木
川

ま
つ

り
花

火
大

会

山
口

県
　
和

木
町

青
木

神
社

住
吉

金
比

羅

長
州

の
役

古
戦

場
後

ひ
な

流
し

米
元

廣
右

衛
門

の
碑

養
専

寺

勝
善

寺

大
龍

寺

光
明

寺

稲
荷

大
明

神

元
町

ル
ー
ト

（
歴

史
散

策
ル
ー
ト
）

小
瀬
川

ル
ー
ト

（
歴

史
散
策

ル
ー
ト
）

三
秀

神
社

遺
跡

記
念

碑

小
瀬

川
マ
イ
ナ
ス
イ
オ
ン
コ
ー
ス

瀬
田

八
幡

宮

安
禅

寺

史
跡

め
ぐ

り
コ
ー

ス

２

和
木

装
東

水
道

碑

大
竹

和
木

川
ま
つ

り

花
火

大
会

広
島

県
大

竹
市

和
木

箇
所

水
辺

整
備

大
竹

箇
所
（
本
町
地
区
・
元
町
地
区
）
水
辺
整
備

周
遊
路
完
成
区
間

周
遊
路
未
完
成
区
間

JR
山
陽
本
線

JR
西
側
住
宅
地

JR
東
側
住
宅
地

ハ
ー

ド
整

備
と

利
活

用

和
木

箇
所

散
策

- 10 -



４
．
個
別

事
業
の
整
備
内
容
、
進
捗
の
見
込
み

（
①

大
竹

・
和

木
箇

所
水

辺
整

備
）

①
大

竹
・

和
木

箇
所

水
辺

整
備

（
実

施
中

）

整
備

目
的

：
川

沿
い

を
安

全
に

移
動

す
る

こ
と

が
で

き
る

河
川

管
理

用
通

路
な

ど
を

整
備

す
る

。
整

備
内

容
：

護
岸

、
河

川
管

理
用

通
路

、
河

川
管

理
用

階
段

、
坂

路
事

業
進

捗
の

見
込

み
：

平
成

2
5

年
1

1
月

に
「

か
わ

ま
ち

づ
く

り
」

が
策

定
・

登
録

さ
れ

、
地

域
と

連
携

し
た

川
づ

く
り

が
進

め
ら

れ
て

お
り

、
今

後
事

業
進

捗
す

る
上

で
支

障
は

な
い

。

①
－

１
大

竹
箇

所
（

本
町

地
区

）
水

辺
整

備
（

実
施

中
）

①
－

２
和

木
箇

所
水

辺
整

備
（

実
施

中
）

①
－

３
大

竹
箇

所
（

元
町

地
区

）
水

辺
整

備
Ｈ

1
4

完
成

【
整

備
前

】

大
竹

箇
所

（
元

町
地

区
）

整
備

前
の

状
況

河
川

管
理

用
通

路
が

整
備

さ
れ

て
い

な
い

た
め

、
歩

行
者

が
安

全
に

利
用

で
き

る
空

間
が

な
い

。
平

成
1

3
年

4
月

撮
影

【
整

備
後

】

平
成

2
5

年
1

1
月

撮
影

大
竹

箇
所

（
元

町
地

区
）

整
備

後
の

状
況

河
川

管
理

用
通

路
が

整
備

さ
れ

、
歩

行
者

の
み

の
通

行
と

な
る

た
め

安
全

に
移

動
で

き
る

。

整
備

済 整
備

中
整

備
中

和
木

箇
所

水
辺

整
備

(整
備

中
)

大
竹

箇
所

(元
町

地
区

)
水

辺
整

備
(整

備
済

)

大
竹

箇
所

(本
町

地
区

)
水

辺
整

備
(整

備
中

)

栄
橋

小
瀬
川
橋
梁

中
市
堰

大
和
橋

ウ
ォ

ー
キ

ン
グ

ロ
ー

ド

整
備

済

大
竹
市

和
木
町

岩
国
市

大
竹

・
和

木
箇

所
水

辺
整

備

山
口
県

広
島
県
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４
．
個
別
事
業
の
必

要
性

（
②
小
瀬
箇
所
水
辺
整
備
）

①
小

瀬
箇

所
は

山
間

狭
隘

部
に

あ
り

、
河

川
空

間
が

貴
重

な
オ

ー
プ

ン
ス

ペ
ー

ス
と

な
っ

て
い

る
。

②
周

辺
に

は
小

学
校

や
保

育
園

が
あ

り
、

教
育

の
場

と
し

て
も

活
用

が
期

待
さ

れ
て

い
る

。

③
整

備
箇

所
は

旧
山

陽
道

の
舟

の
渡

し
場

が
あ

っ
た

所
で

、
傍

ら
に

は
吉

田
松

陰
の

歌
碑

が
設

置
さ

れ
、

伝
統

行
事

「
ひ

な
流

し
」

が
行

わ
れ

る
な

ど
、

歴
史

・
文

化
と

の
関

係
が

深
い

。

④
水

辺
に

は
雑

草
や

樹
木

が
繁

茂
し

利
用

し
に

く
い

状
況

で
あ

り
、

ア
ン

ケ
ー

ト
で

も
水

辺
整

備
を

行
う

べ
き

と
の

意
見

が
あ

る
。

⑤
地

元
住

民
に

よ
る

河
川

の
清

掃
活

動
も

行
わ

れ
て

お
り

、
整

備
後

の
日

常
管

理
も

実
施

さ
れ

る
予

定
で

あ
る

。

吉
田

松
陰

の
歌

碑

旧
山

陽
道

周
辺

の
文

化
施

設

安
心

し
て

子
供

を
連

れ
て

行
け

る
、

そ
し

て
大

人
も

楽
し

め
る

様
な

整
備

を
し

て
ほ

し
い

で
す

。
4

0
代

男
性

水
辺

整
備

が
さ

れ
た

あ
か

つ
き

に
は

、
親

子
で

楽
し

め
る

よ
う

な
イ

ベ
ン

ト
を

計
画

し
て

も
ら

い
た

い
と

思
い

ま
す

。

4
0

代
女

性

小
瀬

川
沿

い
の

水
辺

整
備

は
重

要
な

事
業

だ
と

思
い

ま
す

。
地

域
の

交
流

の
場

、
児

童
、

生
徒

の
環

境
学

習
に

役
立

つ
と

思
い

ま
す

。

6
0

代
女

性

「
吉

田
松

陰
の

歌
碑

」
以

外
に

も
、

「
四

境
戦

争
の

本
陣

」
や

「
紙

作
り

」
な

ど
歴

史
に

関
係

す
る

史
跡

も
多

く
あ

り
ま

す
。

こ
れ

を
機

会
に

整
備

を
進

め
て

欲
し

い
と

思
い

ま
す

。

7
0

代
男

性

環
境

整
備

に
対

す
る
主

な
要

望
（
H
2
9
.8
月

ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
結

果
）

小
瀬

の
渡

し
場

の
古

図

小
瀬

箇
所

水
辺

整
備

周
辺

の
小

学
校

・
保

育
園

小
瀬

小
学

校

ひ
か

り
保

育
園

伝
統

行
事

「
ひ
な
流

し
」
の

実
施

（
現

状
）
雑

草
や

樹
木

が
繁

茂

河
川

が
貴

重
な
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス

小
瀬

箇
所

小
瀬

小
学

校

水
辺

整
備

箇
所
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４
．
個
別
事
業
の
整
備
内
容
、
進
捗
の
見
込
み

（
②

小
瀬
箇
所
水
辺
整
備
）

②
小

瀬
箇

所
水

辺
整

備
（

計
画

中
）

整
備

目
的

：
安

全
に

水
辺

に
近

づ
く

こ
と

が
で

き
る

河
川

管
理

用
の

階
段

や
通

路
な

ど
を

整
備

し
、

憩
い

の
場

や
子

ど
も

た
ち

の
環

境
学

習
の

場
と

し
て

安
全

に
利

用
で

き
る

よ
う

に
な

り
、

地
域

の
活

性
化

が
期

待
で

き
る

。
整

備
内

容
：

河
川

管
理

用
通

路
、

河
川

管
理

用
階

段
、

高
水

敷
整

正
事

業
進

捗
の

見
込

み
：

水
辺

整
備

に
対

す
る

地
域

の
要

望
が

強
く

、
事

業
実

施
に

向
け

て
地

域
の

意
見

を
取

り
入

れ
な

が
ら

調
整

を
行

っ
て

い
る

と
こ

ろ
で

あ
り

、
今

後
事

業
進

捗
す

る
上

で
支

障
は

な
い

。

【
整

備
前

】

【
整

備
後

】

整
備

後
の

イ
メ

ー
ジ

吉
田

松
陰

の
歌

碑

小
瀬
箇
所
水
辺
整
備

小
瀬

小
学

校

旧
山

陽
道

計
画

箇
所

の
状

況

事
業

実
施

予
定

箇
所

吉
田

松
陰

の
歌

碑

完
成

予
想

図

階
段

通
路

高
水
敷

既
設
階
段

水
際

の
状

況

水
辺

利
用

の
イ

メ
ー

ジ

階
段

が
少

な
く

通
路

も
な

い
水

辺
に

近
づ

け
な

い

快
適

で
安

全
な

水
辺

利
用

水
辺

に
近

づ
き

や
す

い

大
竹
市

和
木
町

岩
国
市

小
瀬

箇
所

水
辺

整
備

山
口
県

広
島
県
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５
．
費

用
対

効
果

分
析

（
総

括
表

）

金
額

単
位

：
百

万
円

項
目

再
評

価

事
業

全
体

残
事

業

水
辺

整
備

水
辺

整
備

便
益

（
B

）
3

,5
9

3
3

,5
9

3
1

,8
6

4
1

,8
6

4

便
益

3
,5

8
4

3
,5

8
4

1
,8

6
2

1
,8

6
2

残
存

価
値

8
8

2
2

費
用

（
C

）
1

,9
8

6
1

,9
8

6
2

1
1

2
1

1

事
業

費
1

,9
7

8
1

,9
7

8
2

0
7

2
0

7

維
持

管
理

費
7

7
4

4

費
用

便
益

比
（

B
/
C

）
1

.8
1

.8
8

.8
8

.8

●
費

用
便

益
比

総
括

表

小
瀬

川
総

合
水

系
環

境
整

備
事

業

・
社

会
的

割
引

率
（

4
%

）
を

用
い

現
在

価
値

化
し

た
値

【
全

体
事

業
】

事
業

期
間

（
H

1
3

～
H

3
5

）
①

-
1

. 
大

竹
箇

所
（

本
町

地
区

）
水

辺
整

備
、

①
-
2

. 
和

木
箇

所
水

辺
整

備
①

-
3

. 
大

竹
箇

所
（

元
町

地
区

）
水

辺
整

備
、

②
. 
小

瀬
箇

所
水

辺
整

備

【
残

事
業

】
事

業
期

間
（

H
3

0
～

H
3

5
）

①
-
1

. 
大

竹
箇

所
（

本
町

地
区

）
水

辺
整

備
、

①
-
2

. 
和

木
箇

所
水

辺
整

備
②

. 
小

瀬
箇

所
水

辺
整

備

- 14 -



【
参
考
１
】

前
回
評
価
時
と
の
比
較

◆
前

回
評

価
時

と
の

比
較

表

※
1：

平
成

28
年

4月
5日

事
務

連
絡

「
費

用
便

益
分

析
の

費
用

算
定

に
お

け
る

消
費

税
の

取
り

扱
い

に
つ

い
て

（
通

知
）

」
に

基
づ

き
消

費
税

を
控

除

事
項

時
点

備
考

前
回

評
価

（
平

成
2

6
年

度
再

評
価

）
今

回
評

価
（

平
成

2
9

年
度

再
評

価
）

事
業

諸
元

及
び

事
業

期
間

【
水

辺
整

備
】

①
-
1

 大
竹

箇
所

（
本

町
地

区
）

：
実

施
中

H
1

9
～

河
川

管
理

用
通

路
・

階
段

、
坂

路

①
-
2

 和
木

箇
所

：
実

施
中

H
1

4
～

護
岸

、
河

川
管

理
用

階
段

、
坂

路

①
-
3

 大
竹

箇
所

（
元

町
地

区
）

：
H

1
3

～
1

4

河
川

管
理

用
通

路
・

階
段

、
坂

路

②
小

瀬
箇

所

：
計

画
中

河
川

管
理

用
通

路
・

階
段

、
高

水
敷

整
正

【
水

辺
整

備
】

①
-
1

 大
竹

箇
所

（
本

町
地

区
）

：
実

施
中

H
1

9
～

河
川

管
理

用
通

路
・

階
段

、
坂

路

①
-
2

 和
木

箇
所

：
実

施
中

H
1

4
～

護
岸

、
河

川
管

理
用

階
段

、
坂

路

①
-
3

 大
竹

箇
所

（
元

町
地

区
）

：
H

1
3

～
1

4

河
川

管
理

用
通

路
・

階
段

、
坂

路

②
小

瀬
箇

所

：
計

画
中

河
川

管
理

用
通

路
・

階
段

、
高

水
敷

整
正

全
体

事
業

費
約

1
3

.6
億

円

（
消

費
税

含
む

）

約
1

3
.6

億
円

（
消

費
税

含
む

）

総
便

益
（

Ｂ
）

約
2

6
.９

億
円

約
3

5
.9

億
円

・
小

瀬
箇

所
は

、
T

C
M

か
ら

C
V

M
に

手
法

を
変

更

総
費

用
（

Ｃ
）

約
1

８
.０

億
円

（
消

費
税

含
む

）

約
1

9
.９

億
円

（
※

1
：

消
費

税
控

除
）

費
用

便
益

比

（
Ｂ

/
Ｃ

）
1

.5
1

.8
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【
参
考
２
】

感
度
分
析

・
参

考
と

し
て

残
事

業
費

、
残

工
期

、
便

益
を

個
別

に
±

1
0

%
変

動
さ

せ
て

、
費

用
便

益
比

（
B

/
C

）
を

算
定

し
、

感
度

分
析

を
行

っ
た

。

＜
Ｂ

／
Ｃ

算
定

ケ
ー

ス
（

基
本

１
ケ

ー
ス

、
感

度
分

析
６

ケ
ー

ス
＞

基
本

残
事
業
費

残
工
期

便
益

+
1
0
%

-
1
0
%

+
1
0
%

-
1
0
%

+
1
0
%

-
1
0
%

全
体
事
業

費
用
便
益
比
(
B
/
C
)

1
.
8

1
.
8

1
.
9

1
.
8

1
.
8

2
.
0

1
.
6

残
事
業

費
用
便
益
比
(
B
/
C
)

8
.
8

8
.
0

8
.
9

8
.
8

8
.
8

9
.
7

7
.
9
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【
参

考
３
】
費
用
対
効
果
分
析
（
算
定
方
法
）

●
費

用
便

益
比

（
B

/
C

）
算

定
の

流
れ

C
V

M
（

住
民

ア
ン

ケ
ー

ト
に

よ
る

支
払

意
思

額
の

調
査

）

総
便

益
【

B
】

調
査

範
囲

の
設

定
（

事
前

調
査

結
果

）

年
便

益
の

算
定

残
存

価
値

の
設

定

総
便

益
【

B
】

の
算

定

総
事

業
費

の
算

定

維
持

管
理

費
の

設
定

総
費

用
【

C
】

の
算

定

費
用

便
益

比
【

B
/
C

】
の

算
定

総
費

用
【

C
】

①
大

竹
・

和
木

箇
所

水
辺

整
備

過
去

の
調

査
を
活
用

②
小

瀬
箇

所
水

辺
整

備

今
回

調
査

①
大

竹
・

和
木

箇
所

水
辺

整
備

過
去

の
調

査
を
活
用

②
小

瀬
箇

所
水

辺
整

備

今
回

調
査

- 17 -



【
参

考
３
】
費
用
対
効

果
分
析
（
本
調
査
結
果
：
小
瀬
箇
所
）

小
瀬

箇
所

水
辺

整
備

全
体

事
業

必
要

回
答

数
3

7
9

配
布

数
3

,6
9

8

回
収

数
7

9
2

回
収

率
2

1
.4

%

有
効

回
答

数
4

6
5

有
効

回
答

率
5

8
.7

％

【
H
2
6
ア
ン
ケ
ー
ト
回

収
率

・
有

効
回

答
率

】

●
C

V
M

（
住

民
ア

ン
ケ

ー
ト

に
よ

る
支

払
意

思
額

の
調

査
）

【
支

払
意

思
額

（
全

体
事

業
）
】

今
回

評
価

(H
2

9
)

評
価

手
法

C
V

M

支
払

意
思

額
(全

体
事

業
)

2
7

3
円

/
月

/
世

帯
数

受
益

世
帯

数
2

7
,9

4
4

(H
2

7
国

勢
調

査
)

年
便

益
9

1
.5

百
万

円

【
参

考
】

事
前

調
査

（
プ

レ
テ

ス
ト

）
結

果
に

つ
い

て
（

小
瀬

箇
所

：
平

成
2

9
年

8
月

実
施

）

小
瀬

箇
所

で
は

事
業

の
必

要
性

に
つ

い
て

1
0

k
m

付
近

で
回

答
の

変
化

が
見

ら
れ

、
こ

の
範

囲
を

便
益

集
計

範
囲

と
し

て
決

定
し

た
。

事
業

の
必

要
性

（
②

小
瀬

箇
所

水
辺

整
備

）

10
0%

10
0%

10
0%

10
0%

10
0%

95
%

93
%

88
%

89
%

88
%

5%
8%

12
%

11
%

13
%

80
%

82
%

84
%

86
%

88
%

90
%

92
%

94
%

96
%

98
%

10
0%

～
2k

m
0～

4k
m

0～
6k
m

0～
8k

m
0～

10
km

0～
12
km

0～
14
km

0～
16
km

0～
18

km
0～

20
km

必
要
だ

と
思

う
必

要
だ
と

は
思
わ

な
い

10
km

事
業

箇
所

か
ら

の
距

離
km

事業の必要性

0%10
%

20
%

30
%

40
%

50
%

60
%

70
%

80
%

90
%

10
0%

0
50

0
10

00
15

00
20

00

賛同率

支
払
意
思
額
(円

/月
/世

帯
)
提
示
額

実
数

値

推
定

曲
線

全
体

事
業 最

大
提

示
額

で
裾

切
り

2
7

3
円

/
月

/
世

帯

（
ア

ン
ケ

ー
ト

結
果

）
・

【
水

辺
整

備
】

（
再

評
価

）
小

瀬
箇

所
水

辺
整

備
支

払
意

思
額

（
W

T
P

）
＝

2
7

3
円

/
月

/
世

帯
（

全
体

事
業

）
、

受
益

世
帯

数
＝

2
7

,9
4

4
世

帯
年

便
益

（
全

体
事

業
）

＝
9

1
.5

百
万

円
（

＝
2

7
3

円
/
月

/
世

帯
×

１
２

ヶ
月

×
2

7
,9

4
4

世
帯

）

○
対

象
市

町
村

（
事

業
箇

所
か
ら
1
0
㎞
圏

内
）

大
竹
市
、
岩
国
市
、
旧
美
和

町
、
旧

大
野
町

：
旧

市
町

村
界

：
河

川
：
小

瀬
川

流
域

界
：
事

業
箇

所
：
対

象
範

囲

岩
国
市

大
竹
市

旧
大
野
町

旧
美
和
町

小
瀬
箇
所

水
辺
整
備

和
木
町

廿
日
市
市

旧
佐
伯
町

旧
周
東
町

旧
美
川
町

旧
本
郷
村
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小瀬川総合水系環境整備事業

〔広島県への意見照会と回答〕
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（別紙）

事業名 「対応方針（原案）」案※ 備考

芦田川直轄河川改修事業 継続

芦田川総合水系環境整備事業 継続

小瀬川総合水系環境整備事業 継続

■ご意見の送付期限　：　平成２９年１１月２０日（月）までにお願いします。

　　　　　　　　　　　　　　　　※様式自由

■送付先・お問い合わせ先

　　中国地方整備局　企画部企画課

　　　　　課長補佐　藤原　（内線：３１５３）

　　　　　施策分析評価係長　守川　（内線：３１８６）

　　ＴＥＬ：０８２－２２１－９２３１（代表）

　　ＦＡＸ：０８２－２２７－２６５１

　　〒730-8530　広島市中区上八丁堀6-30 広島合同庁舎２号館

※貴県の意見を踏まえ、「中国地方整備局事業監視委員会」へ諮る対応方針（原案）を
　作成するためのものです。
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小瀬川総合水系環境整備事業

〔山口県への意見照会と回答〕

- 24 -



- 25 -



（別紙）

事業名 「対応方針（原案）」案※ 備考

佐波川直轄河川改修事業 継続

佐波川総合水系環境整備事業 継続

小瀬川総合水系環境整備事業 継続

■ご意見の送付期限　：　平成２９年１１月２０日（月）までにお願いします。

　　　　　　　　　　　　　　　　※様式自由

■送付先・お問い合わせ先

　　中国地方整備局　企画部企画課

　　　　　課長補佐　藤原　（内線：３１５３）

　　　　　施策分析評価係長　守川　（内線：３１８６）

　　ＴＥＬ：０８２－２２１－９２３１（代表）

　　ＦＡＸ：０８２－２２７－２６５１

　　〒730-8530　広島市中区上八丁堀6-30 広島合同庁舎２号館

※貴県の意見を踏まえ、「中国地方整備局事業監視委員会」へ諮る対応方針（原案）を
　作成するためのものです。
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